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平
成
二
八
年
度
春
季
慶
應
法
学
会
は
、「『
越
境
』
す
る
人
び

と
―
―
拡
散
と
統
合
―
―
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
、
六
月
二
五

日
（
土
）、
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
行
わ
れ
た
。

　
「
越
境
」
す
る
人
々
に
つ
い
て
の
問
題
を
政
治
学
及
び
法
律

学
の
観
点
か
ら
分
析
す
る
場
合
、
取
り
上
げ
る
べ
き
論
点
は
多

岐
に
わ
た
る
で
あ
ろ
う
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
越
境
」

す
る
人
び
と
を
め
ぐ
る
問
題
の
中
で
も
、
特
に
、
移
民･

難
民

の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
三
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
個

別
報
告
の
第
一
報
告
は
、
移
民･

難
民
の
問
題
を
、
国
際
法
に

よ
る
規
律
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
二
報

告
で
は
、
政
治
学
の
観
点
か
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
を
例
に
こ
の
問

題
に
つ
い
て
の
分
析･

検
討
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
第
三
報

告
で
は
、
移
民･

難
民
の
問
題
に
加
え
、
テ
ロ
の
問
題
が
欧
州

統
合
に
も
た
ら
す
危
機
に
つ
い
て
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
を
例
に
分

析
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
法

律･

政
治
各
方
面
の
専
門
家
が
、
こ
の
テ
ー
マ
に
即
し
た
最
新

の
議
論
を
発
信
し
、
交
換
す
る
場
と
し
て
、
多
く
の
会
員
の
関

心
を
惹
き
つ
け
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
折
し
も
、

そ
の
前
日
に
、
英
国
の
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
か
ら
の
離
脱
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
こ
と
も
あ
り
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ

離
脱
が
今
後
Ｅ
Ｕ
統
合
へ
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
大
方
が
関
心

を
抱
い
た
矢
先
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
で
あ
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
二
部
構
成
で
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
尹
仁
河･

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
専
任
講
師
に
よ
り
、「
移
民･

難
民
を
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め
ぐ
る
国
際
法
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
報
告
を
い
た
だ
い
た
。

命
が
け
の
海
路
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
め
ざ
す
人
び
と
に
つ
い
て

日
々
報
道
が
さ
れ
て
い
る
が
、
国
際
人
道
法
の
専
門
家
と
し
て

の
立
場
か
ら
、
移
民･

難
民
に
関
す
る
国
際
法
上
の
規
律
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
り
、
一
九
五
一
年
の
「
難
民
の
地
位
に
関
す

る
条
約
（
難
民
条
約
）」
の
「
難
民
」
の
定
義
は
極
め
て
厳
格

な
も
の
で
、
条
約
上
の
保
護
を
受
け
ら
れ
な
い
人
び
と
が
数
多

く
存
在
す
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
、
越
境
す
る
人

び
と
の
保
護
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
一
九
四
八
年
の
世
界

人
権
宣
言
や
一
九
六
六
年
の
「
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関

す
る
国
際
規
約
（
自
由
権
規
約
）」
が
定
め
る
「
国
の
義
務
」
と

い
う
視
点
だ
け
で
な
く
、「
人
権
」
の
視
点
も
と
り
い
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
し
て
、
人
権
と
し
て
の
人
の
移
動
の
自
由
は
あ
る

の
か
と
い
う
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。
尹
専
任
講
師
は
、
難
民

条
約
の
「
難
民
」
の
定
義
の
改
正
は
諸
国
の
同
意
が
得
ら
れ
ず

難
し
い
た
め
、
同
条
約
が
難
民
を
保
護
の
対
象
と
し
た
当
初
の

趣
旨
、
す
な
わ
ち
「
迫
害
」
さ
れ
て
い
る
人
び
と
と
い
う
よ
り

も
「
国
籍
国
の
保
護
を
受
け
ら
れ
ず
人
道
的
保
護
が
必
要
」
な

人
び
と
に
対
し
保
護
を
与
え
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
運
用
面
で

の
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
主
張
さ
れ
た
。

　

尹
専
任
講
師
の
報
告
に
続
き
、
山
本
信
人･

慶
應
義
塾
大
学

法
学
部
教
授
に
よ
り
、「
難
民
危
機
の
政
治
─
─
人
道
主
義
・

安
全
保
障
・
東
南
ア
ジ
ア
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
報
告
を
い
た

だ
い
た
。
山
本
教
授
は
、
東
南
ア
ジ
ア
政
治
、
東
南
ア
ジ
ア
国

際
関
係
、
ア
ジ
ア
社
会
運
動
の
専
門
家
と
し
て
の
立
場
か
ら
、

一
九
七
〇
年
代
半
ば
以
降
の
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
難
民
を
め

ぐ
る
二
つ
の
危
機
に
つ
い
て
、
分
析･

検
討
を
さ
れ
た
。
山
本

教
授
い
わ
く
、
難
民
を
め
ぐ
る
第
一
の
危
機
は
、
一
九
七
五
年

か
ら
一
九
八
〇
年
代
に
か
け
て
発
生
し
た
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
で

あ
り
、
第
二
の
危
機
は
現
在
進
行
形
の
も
の
で
あ
る
。
現
在
進

行
形
の
危
機
に
は
二
つ
の
種
類
の
難
民
が
関
係
し
て
お
り
、
一

つ
は
、
ビ
ル
マ
西
部
か
ら
逃
れ
て
い
る
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
難
民
で
あ

り
、
も
う
一
つ
は
、
南
ア
ジ
ア
や
中
東
出
身
者
で
、
東
南
ア
ジ

ア
を
経
由
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
向
か
う
難
民
認
定
希
望
者

の
流
れ
で
あ
る
。
第
一
の
危
機
に
際
し
て
、
域
外
の
先
進
諸
国

は
そ
の
受
け
入
れ
体
制
を
構
築
し
整
備
す
る
こ
と
に
専
念
し
て

い
た
の
に
対
し
、
第
二
の
危
機
へ
の
対
応
は
異
な
っ
て
お
り
、

東
南
ア
ジ
ア
周
辺
諸
国
も
域
外
諸
国
も
難
民
の
受
け
入
れ
に
消

極
的
で
あ
る
。
山
本
教
授
か
ら
は
、
一
九
七
〇
年
代
と
二
〇
一

〇
年
代
と
で
は
、
難
民
を
め
ぐ
る
危
機
へ
の
対
応
が
な
ぜ
異
な

る
の
か
と
い
う
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
東
南
ア

ジ
ア
に
お
け
る
二
つ
の
危
機
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
人
権
（
個
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人
の
自
由
と
権
利
）
と
安
全
保
障
（
国
家･

社
会
の
安
全
）
と
の

確
執
、
す
な
わ
ち
、
人
権
と
い
う
普
遍
的
な
価
値
と
国
益
を
追

求
す
る
国
家
と
の
確
執
で
あ
る
と
い
う
山
本
教
授
の
指
摘
は
、

大
変
重
要
で
あ
り
、
説
得
力
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
渡
邊
啓
貴･

東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
国
際
学
研

究
院
教
授
に
よ
り
、「
テ
ロ･

難
民･

移
民
問
題
が
も
た
ら
す

欧
州
統
合
の
揺
ら
ぎ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
報
告
を
い
た
だ
い

た
。
渡
邊
教
授
は
、
前
駐
フ
ラ
ン
ス
日
本
大
使
館
公
使
を
務
め

ら
れ
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
関
係
論
、
フ
ラ
ン
ス
政
治
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
外
交
史
の
専
門
家
で
あ
る
。
渡
邊
教
授
か
ら
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
統
合
と
人
の
移
動
、
国
民
国
家
の
変
容
と
移
民
、
移

民
の
定
義
、
二
〇
一
五
年
一
月
と
一
一
月
の
パ
リ
同
時
多
発
テ

ロ
、
フ
ラ
ン
ス
の
移
民
政
策
と
い
う
多
岐
に
わ
た
る
問
題
に
つ

い
て
報
告
を
い
た
だ
い
た
。
渡
邊
教
授
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い

て
移
民
政
策
を
考
え
る
上
で
の
関
連
問
題
と
し
て
、
入
国
管
理
、

滞
在
許
可
、
国
籍
、
治
安
対
策
、
社
会
統
合
政
策
、
教
育･
宗

教
な
ど
の
文
化
摩
擦
と
い
う
多
岐
に
わ
た
る
問
題
を
挙
げ
ら
れ
、

本
報
告
は
、
移
民
の
問
題
を
考
え
る
上
で
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
数
多
く
の
視
点
に
つ
い
て
再
認
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
二
〇
一
五
年
の
テ
ロ
後
の
論

点
が
、
一
月
の
連
続
テ
ロ
事
件
後
は
、
言
論･

宗
教
の
自
由
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
一
一
月
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
以
降
は
、

自
由
と
治
安
の
均
衡
の
問
題
に
移
っ
て
き
て
い
る
と
の
話
は
非

常
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
渡
邊
教
授
に
よ
っ
て
語
ら
れ

た
の
は
、「
欧
州
統
合
は
崩
壊
の
過
程
で
は
な
く
、
制
度
構
築

は
深
化
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

個
別
報
告
に
続
き
、
大
会
報
告
者
の
三
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
、
個
別
報
告
を
ふ
ま
え
た
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
及
び
会
員
か
ら
の
質
問
に
答
え
る
形
で
の
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
た
。
三
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
議
論
は
、
移

民
と
難
民
の
定
義
、
移
民･

難
民
の
受
け
入
れ
に
日
本
が
消
極

的
な
理
由
、
そ
の
改
善
策
、
人
権
と
し
て
人
に
は
移
動
の
自
由

が
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
、
難
民
問
題
と
移
民
問
題
と
の
関
係
、

東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
難
民
受
け
入
れ
を
め
ぐ
る
対
応
と
現
在

の
欧
州
に
お
け
る
対
応
と
の
違
い
、
難
民
受
け
入
れ
を
行
う
際

の
各
国
の
対
応
に
つ
い
て
の
具
体
例
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
テ

ロ･

難
民･

移
民
の
問
題
が
今
後
欧
州
統
合
に
も
た
ら
す
影
響

等
の
議
論
に
ま
で
及
ん
だ
。

　

司
会
者
と
し
て
強
く
感
じ
た
こ
と
は
、「
越
境
」
す
る
人
び

と
を
め
ぐ
る
問
題
を
考
え
る
際
に
日
本
の
立
ち
位
置
を
認
識
す

る
こ
と
の
重
要
性
で
あ
る
。
渡
邊
教
授
の
、
フ
ラ
ン
ス
の
テ
ロ

･

難
民･

移
民
問
題
は
わ
が
国
に
と
っ
て
「
対
岸
の
火
」
で
は
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な
く
、
日
本
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル･

パ
ー
ト
ナ
ー
を
超
え
た
、

自
前
の
世
界
的
見
識
を
持
つ
グ
ロ
ー
バ
ル･

プ
レ
イ
ヤ
ー
」
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
の
主
張
は
、
非
常
に
印
象
深
い
も
の
で
あ
っ

た
。「
越
境
」
す
る
人
び
と
を
め
ぐ
る
問
題
の
克
服
に
向
け
て
、

今
後
日
本
が
グ
ロ
ー
バ
ル･

プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
の
見
識
を
ど

こ
ま
で
自
覚
的
に
世
界
に
向
け
主
張
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

の
か
と
い
う
問
題
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
慶
應
法
学
会

の
事
務
局
が
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
心
よ
り
御
礼

を
申
し
上
げ
た
い
。


